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地
域
医
療
を
支
え

　
明
る
く
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を

〜
太
田
国
民
健
康
保
険
診
療
所
〜

　
太
田
地
域
の
国
保
診
療
所
は
、

昭
和
26
年
６
月
に
長
信
田
村
国
民

健
康
保
険
直
営
診
療
所
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
以
来
57
年
、
地
域
の
医
療
、
保

健
の
拠
点
と
し
て
内
科
、
外
科
、

小
児
科
を
開
設
し
健
康
増
進
や
病

気
予
防
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン

機
械
や
ガ
ス
ト
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー

︵
胃
カ
メ
ラ
︶
、
エ
コ
ー
︵
超
音
波

診
断
装
置
︶
の
ほ
か
、
骨
密
度
測

定
器
な
ど
の
最
新
医
療
機
器
を
備

え
、
理
学
療
法
室
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

身
近
な
診
療
所
で
十
分
な
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
診
察
室
３
室
の
ほ
か
、

検
査
室
や
超
音
波
内
視
鏡
室
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
４
月
か
ら
、
医
師
が
２
人
増
員

し
３
人
、看
護
師
が
５
人
。
ま
た
、

週
１
回
、
秋
田
大
学
病
院
か
ら
医

師
１
人
が
診
察
に
訪
れ
ま
す
。

　
高
齢
社
会
を
迎
え
、
地
域
医
療

の
役
割
は
、
病
気
の
治
療
か
ら
病

気
の
管
理
、
健
康
の
維
持
や
身
体

の
機
能
回
復
に
移
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
医
療
は
、
そ
こ
で
生
活

す
る
地
域
住
民
の
生
活
支
援
活
動

で
あ
り
、
地
域
医
療
の
主
人
公
は

そ
こ
に
住
む
み
な
さ
ん
で
す
。
地
域

医
療
づ
く
り
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

は
地
域
の
み
な
さ
ん
が
積
極
的
に

参
加
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
協
働
の
地
域
医

療
づ
く
り
を
行
い
、
明
る
く
健
康

な
ま
ち
づ
く
り
へ—

。
地
域
医
療

は﹁
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
﹂

の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

４月から太田国保診療所に勤務している阿部です。14
年に秋田大学医学部を卒業し、秋田大学医学部付属病

院、平鹿総合病院で研修後、八王子市にある永生病院

で内科医として診療してきました。特に消化器内科が専

門です。診療所では、先生方と協力しながら、地域住

民の方々の健康維持に努めたいと思います。まだまだ

若輩者。ご指導をいただきながらみなさんのお役に立

てるよう努力したいと思います。よろしくお願いします。

阿
あ

部
べ

道
み ち

浩
ひ ろ

  先生 Michihiro Abe

４月から太田国保診療所に勤務している小西です。専

門分野は消化器内科で、15 年６月から18 年７月まで
は、平鹿総合病院第一内科科長として主に消化器疾

患の内視鏡治療に力を入れてきました。その後、美

郷町六郷のまっこいしゃ高橋醫院で藤岡院長のもと、

主に内科一般の診療をしてきました。太田での勤務

では得意の消化器内科を中心に、地域医療に貢献し

たいと思います。みなさん、よろしくお願いします。

小
こ

西
に し

永
の り

晃
あ き

  先生 Noriaki Konishi

２人の新任医師を紹介します

太田国民健康保険診療所

【問い合わせ】

太田国民健康保険診療所☎ 0187-88-2233 まで
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大仙市の行事予定

4月1日水 〜 4月20日月

外 … 休日外科当番医
午前10時～午後4時

歯 … 休日歯科当番医
午前９時～午後１時

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始

☎ 0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時〜午後３時

３月 21 日、全国
の若手花火作家

が新作花火で腕

を競い合う「新

作花火コレクショ

ン 2009」が大曲
ファミリースキー場

で行われました。

今年で 21 回目を
迎えた同大会は、

NPO 法人大曲花

火倶楽部が企画・運営を行っています。年々

観覧者も増え、今年は会場周辺からの観覧者

を含め約３万人が花火を楽しみました。

（関連記事 16ページ）

今号の表紙

新作花火コレクション 2009

太田診療所の医師紹介	 2

市役所からのお知らせ	 10-13

◎ 新代表監査員・大仙市消防団長の紹介

◎ 中仙図書館設置と全図書館の開館時間変更

◎ ３グラウンド・ゴルフ場で使用料が必要

◎ 下水道水洗化率向上のための新制度

◎ 21 年度農作業標準賃金・料金表  ほか

広報見聞録	 16-17

◎ 中学生サミット

◎ 嶽六所神社ぼんでん奉納

◎ 古文書調査研究事業報告会

◎ 第 55 回水神社防災訓練　ほか

みんなで住みよい環境づくり	 14-15

地域情報・情報交差点	 21-23

大仙市商品券・市民活動支援センター	4

シリーズ国保⑤（最終回）	 5

都市計画マスタープランを策定	 6-7

地域福祉計画を策定	 8-9

市長日程・図書館情報	 20

お便り・レシピ	 18-19

16 木

4 土

12 日

秋田県知事選挙・大仙市長選挙
　【投票】■午前７時～午後７時■各投票所
　【開票】■午後８時 30 分～■大曲体育館
外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  角間川歯科医院（大曲）☎ 0187-65-3536
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

5 日

大仙市長選挙告示日
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  田口歯科クリニック（仙北市）☎ 0187-53-2212
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

月13

2 木

11 土

金17

全市一斉クリーンアップ■午前中■各地区 ▼ P15
呈茶会（裏千家流・小松宗径社中）
　■午前 10 時～午後３時■産業展示館（300 円）
外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  さとうデンタルクリニック（仙北市）☎ 0187-55-4222
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

日19

土18

7 火

水8
9 木

火14

3 金 秋田県知事選挙の選挙公報配布日

水14 ／ 農業後継者育成就学資金申し込み受け付け開始（〜 30 日）

20 月 太田行政相談■午前９時～■太田庁舎行政相談室
大曲行政相談■午前 10 時～■大曲庁舎市民ホール

10 金

大仙市長選挙の選挙公報配布日※無効投票の場合は配布しません。
ロシア・ナショナル・フィルハーモニー交響楽団

チケット発売開始 ▼ P10
協和行政相談■午前９時～■協和公民館淀川分館
協和行政相談■午後１時～■協和市民センター（和ピア）

15 水 花火通り産直市■午前 10 時 30 分～■ペアーレ大仙駐車場 ▼ P21

月6 薪能公演チケット発売開始■午前９時～■協和市民センター ▼ P13
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※商品券のデザインは

イメージ見本です。

【問い合わせ】

大曲商工会議所	 ☎ 0187-62-1262
大仙市商工会本所	 ☎ 0187-75-1041
大仙市商工会西仙北支所	 ☎ 0187-75-1021
大仙市商工会協和支所	 ☎ 018-892-3333
大仙市商工会中仙支所	 ☎ 0187-56-2021
大仙市商工会太田支所	 ☎ 0187-88-1633
大仙市商工会神岡支所	 ☎ 0187-72-4028
大仙市商工会南外支所	 ☎ 0187-74-2615
大仙市商工会仙北支所	 ☎ 0187-63-4172

　

４
月
か
ら
新
た
に
市
民
の
自
主
的

な
活
動
や
地
域
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
大
仙
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
「
ペ
ア
ー
レ
大
仙
」
の
施

設
内
に
設
置
し
ま
す
。

　

市
で
は
市
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
お
り
、
協
力
し
て
く

れ
る
団
体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
同

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
団
体
か
ら

の
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
窓
口
を

設
置
し
、
市
と
市
民
が
一
緒
に
考
え
、

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
を
交
換
し
合
え
る
体
制
を
整
え

ま
す
。
こ
こ
で
は
「
ま
ち
づ
く
り
に
関

わ
る
活
動
に
参
加
し
た
い
」「
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
し
て
い
る
団
体
を
知
り

た
い
」
と
い
う
よ
う
な
要
望
に
も
お

応
え
す
る
情
報
の
提
供
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
的
な
活
動
の
場
と
し

て
利
用
し
や

す
い
よ
う
、

パ
ソ
コ
ン
な

ど
の
事
務
機

器
を
備
え
付

け
る
ほ
か
、

子
ど
も
連
れ

で
も
安
心
し

元気な大仙・応援企画

１万円で１万 1,000 円使える

大仙市商品券
４月１０日販売開始

市
民
に
よ
る
自
主
的
な
活
動
を

応
援
し
ま
す
！

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ー
ト
！

　大仙市商品券事業協議会では、市内の景気

浮揚と地域内消費の拡大を図るため、大仙市

商品券を販売します。利用できる店舗は市内

の大曲商工会議所並びに大仙市商工会会員の

加盟店で利用できます。

　買い物はもちろん、食事などいろいろ使え

てお得な大仙市商品券をぜひご利用ください。

加盟店舗など詳細は問い合わせください。

【
問
い
合
わ
せ
】

	

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

	

（
ペ
ア
ー
レ
大
仙
内
）

	

☎
０
１
８
７
（
88
）
８
２
３
７
ま
で

商品券額面／１枚 1,000 円
販売方法／１セット 11 枚つづり（11，000 円に相

当）を１万円で販売※購入は大仙市民の方に限りま

す。１人 20 セットまで購入可能

販売開始日／４月 10 日（金）
販売場所／大曲商工会議所、ペアーレ大仙、

大曲中央公民館、大仙商工会各支所

有効期間／10月９日（金）

て
活
動
で
き
る
幼
児
ス
ペ
ー
ス
を
設

置
し
ま
す
。
個
人
の
方
で
も
気
軽
に

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
や
自

主
的
な
活
動
に
参
加
し
た
い
方
な
ど

は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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シリーズ

国民健康保険
最終回

◎ National Health Insurance

「
国
保
」の
将
来
を
見
据
え
て

【
問
い
合
わ
せ
】
国
保
年
金
課
保
険
班 

☎
０
１
８
７
（
63
）
１
１
１
１
内
線
１
２
７

1　国民健康保険税の見直し
① 国保税率の見直しを行います。

2　国民健康保険税収納率の向上
① 国保税収納率を前年比１％増としていくことを目標とします。

② 滞納支援システムを活用し、早期の納税相談の実施、完納に向けた取り組みを
強化します。

③ 自主納付の推進を図るため、口座振替の促進やコンビニエンスストアでも納付で
きるよう検討します。

3　医療費適正化への取り組み
① レセプト点検調査および第三者行為による求償を着実に推進します。

② ジェネリック医薬品に関する周知啓発に取り組みます。

4　健康づくり
① 特定健康診査やその受診率の目標を定め取り組んでいきます。

　

私
た
ち
の
安
心
を
保
障
し
て
く

れ
る
国
保
。
そ
の
必
要
性
や
制
度

の
し
く
み
、
市
の
取
り
組
み
、
負

担
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て

き
ま
し
た
。

　

相
互
扶
助
の
考
え
の
基
に
成
り

立
つ
こ
の
制
度
を
持
続
可
能
な
も

の
に
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
ま

で
の
計
画
を
策
定
。
医
療
制
度
改

革
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
も
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
に
応
じ

た
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
今
後
の

事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
な
が
ら

運
営
安
定
化
計
画
を
は
じ
め
と
し

た
国
保
に
関
す
る
情
報
提
供
に
努

め
ま
す
。

　

国
保
の
安
定
化
に
向
け
て
４
つ

の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

　

国
保
が
医
療
機
関
等
に
支
払
っ

て
い
る
〝
保
険
給
付
費
〟
の
伸
び

率
な
ど
を
勘
案
し
、
２
年
ご
と
に

税
率
を
見
直
し
ま
す
。

②
国
保
税
収
納
率
の
向
上

　

加
入
者
が
納
め
る
「
国
保
税
」

の
未
納
が
増
え
て
い
ま
す
。
収
納

率
を
前
年
比
１
㌫
増
を
目
標
に
、

早
期
の
納
税
相
談
実
施
や
完
納
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま

す
。

③
医
療
費
適
正
化
へ
の
取
り
組
み

　

診
療
報
酬
明
細
書
の
点
検
調

査
、
安
価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
使
用
の
周
知
に
努
め
る
な
ど
、

医
療
費
の
適
正
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

④
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

　

糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異

常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
特

定
健
康
診
査
の
受
診
率
を
上
げ
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
国
保
会
計
予
算

は
、
市
の
一
般
会
計
か
ら
２
億
円

の
基
準
外
繰
り
入
れ
を
行
い
収
支

バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
状
況
で

す
。
し
か
し
、
今
後
は
こ
の
よ
う

な
繰
り
入
れ
に
頼
ら
な
い
、
国
保

財
政
運
営
を
基
本
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
安
定
化
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
る
25
年
度
ま
で
の
間
は
、

国
保
事
業
の
預
貯
金
に
あ
た
る
国

保
財
政
調
整
基
金
の
増
資
を
実
施

し
ま
す
。

　

な
お
、
国
保
財
政
調
整
基
金
は

保
険
給
付
費
の
急
激
な
伸
び
な
ど

に
備
え
た
財
源
に
充
て
、
さ
ら
に

は
国
保
税
額
の
大
幅
な
改
定
を
避

け
る
た
め
の
財
源
に
し
ま
す
。

　

５
回
シ
リ
ー
ズ
で
「
国
保
の
将

来
を
見
据
え
て
」
と
題
し
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
そ
の
運
営
は
大
変

厳
し
い
状
況
で
す
。

　

国
保
財
源
の
収
支
不
均
衡
を
改

善
し
、
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て

医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
る
た
め
、
市
は
保
険
者

と
し
て
の
責
務
か
ら
安
定
化
計
画

を
策
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
国

保
の
安
定
化
、
健
全
化
を
図
る
た

め
に
は
、
行
政
の
み
で
な
く
加
入

者
一
人
一
人
の
理
解
と
協
力
が
必

要
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
事
業
運

営
安
定
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　　　　25年度までの方針
国民健康保険事業安定化計画

安
定
化
に
向
け
た

４
つ
の
取
り
組
み

加
入
者
一
人
一
人
の

理
解
と
協
力
を

国
保
財
政
運
営

３
つ
の
方
針

策 定

大
仙
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w.city.daisen.akita.jp/
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全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

20
年
後
に
は
、
市
の
人
口
が
現
在
の
約

９
万
３
０
０
０
人
か
ら
約
６
万
４
０
０
０

人
に
減
少
す
る
と
い
う
予
測
が
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、ひ
っ
迫
す
る
地
方
財
政
、

地
球
規
模
の
環
境
問
題
な
ど
、
今
後
の
都

市
づ
く
り
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
み
な

さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
暮
ら
し
や
す

い
都
市
づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

【
一
体
的
な
都
市
の
構
築
】

市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
新
た
な

都
市
と
し
て
、
市
民
が
合
併
の
効
果
を
実

感
で
き
る
よ
う
、
一
体
的
な
都
市
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と

【
持
続
可
能
な
活
力
あ
る
都
市
の
構
築
】

人
口
減
少
す
る
な
か
、
持
続
可
能
な
活
力

あ
る
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

意見をお聞かせください
これからの都市づくりを考える

大仙市都市計画
マスタープラン
を策定

【問い合わせ】都市計画課☎ 0187-66-4908 まで

市では、将来（今後 20 年）を見据えた都市づくりと実
現に向けた取り組みの指針となる「都市計画マスター
プラン」の原案ができました。計画原案の策定には、
策定委員会や各地域で開催した懇談会などのみなさ
んの意見を取り入れています。その都市計画につい
て、公に広く意見を求める「パブリックコメント」
を４月から１カ月間募集します。これからの都市づ
くりについてみんさんの意見をお聞かせください。

①
都
市
の
構
造

　
Ｊ
Ｒ
大
曲
駅
周
辺
を
﹁
大
仙
市
の
中
核

拠
点
﹂
と
位
置
づ
け
、
交
通
結
節
機
能
や

文
化
交
流
機
能
な
ど
の
都
市
機
能
の
拡
充

を
重
点
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
各
地
域

の
中
心
地
区
は
、
市
民
の
日
常
生
活
を
支

え
る
拠
点
と
し
て
都
市
基
盤
整
備
な
ど
を

進
め
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
拠
点
や
隣
接
都
市
と
の
連
携

を
強
化
し
な
が
ら
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

向
け
て
﹁
連
携
・
交
流
軸
﹂
と
な
る
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、充
実
さ
せ
ま
す
。

一
都
市
づ
く
り
の
課
題

二
計
画
案
の
概
要

②
土
地
利
用

　
人
口
減
少
が
進
む
現
在
。
持
続
可
能
な

都
市
と
な
る
た
め
、
市
街
地
開
発
や
農
地

等
の
保
全
を
計
画
的
に
行
い
ま
す
。
特
に

大
型
商
業
施
設
が
立
地
す
る
国
道
13
号
線

の
道
路
沿
い
は
、
産
業
振
興
や
就
業
の
場

を
つ
く
り
出
す
た
め
、
広
域
商
業
エ
リ
ア

と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。
市
の
中
心
産
業

で
あ
る
農
業
の
活
性
化
と
穏
や
か
な
田
園

景
観
の
継
承
な
ど
、
農
地
の
保
全
に
も
配

慮
し
計
画
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
ま
す
。

　
一
方
、
Ｊ
Ｒ
大
曲
駅
周
辺
の
中
心
市
街

地
は
、
従
来
の
商
店
街
か
ら
、
若
い
世
代

か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

居
住
の
場
﹁
生
活
街
﹂
と
し
て
再
生
を
図

り
ま
す
。
住
居
系
土
地
利
用
の
ほ
か
、
日

常
生
活
に
必
要
な
商
業
施
設
、
教
育
・
文

化
施
設
、
医
療
・
福
祉
施
設
等
の
機
能
強

化
を
進
め
ま
す
。

【
資
源
・
魅
力
の
再
発
見
と
再
生
・
活
用
】

資
源
や
魅
力
を
再
発
見
し
、
こ
れ
ら
を
再

生
、
活
用
し
た
地
域
特
性
を
活
か
し
た
都

市
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

【
市
民
と
の
協
働
】

市
民
と
行
政
と
が
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と

【連携・交流軸】
交流人口の拡大
を図るための交
通ネットワーク

【優良農地】
農業の活性化、
景観の整備、農
地の保存

真
木
真
昼

県
立
自
然
公
園

地域拠点
（太田）

地域拠点
（長野）

地域拠点
（仙北）

都市の中核拠点
（大曲駅周辺）

地域拠点
（神宮寺）

地域拠点
（角間川）

地域拠点
（刈和野）

地域拠点
（境）

地域拠点
（南外）

田園 優良農地

田園 優良農地

田園 優良農地

産
業

産
業

産
業

産
業

産
業

生活
拠点

生活
拠点

生活
拠点

まちづく
りの計画

書
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③
主
な
都
市
施
設

　
道
路
や
公
園
緑
地
、
工
業
団
地
等
の
有

効
活
用
を
図
り
、﹁
連
携
・
交
流
軸
﹂
と

位
置
づ
け
た
道
路
整
備
、
水
害
か
ら
生
活

を
守
る
河
川
改
修
、
河
川
の
水
質
改
善
の

た
め
の
下
水
道
等
の
整
備
を
計
画
的
に
進

め
ま
す
。

　
大
規
模
工
業
団
地
の
適
地
と
さ
れ
た
神

岡
地
区
に
つ
い
て
は
、そ
の
実
現
に
向
け
、

県
へ
強
く
働
き
か
け
ま
す
。

④
暮
ら
し
と
環
境

　
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
に
向
け
、
都
市

防
災
機
能
の
強
化
を
図
り
、
水
害
、
土
砂

災
害
等
を
抑
制
す
る
自
然
環
境
保
全
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
交
流
人
口
拡
大
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
固
有

の
自
然
環
境
や
歴
史
・
文
化
資
源
を
活
用

し
た
観
光
︵
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
︶
の
振

興
な
ど
、
市
民
と
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

活
性
化
対
策
の
検
討
、
実
践
に
努
め
ま
す
。

 みなさんの意見を
 聞かせてください
 パブリックコメント
 意見募集

　大仙市都市計画マスタープラン（原

案）について、みなさんの意見をお聞

かせください。

◆閲覧・意見募集期間／

 ４月１日（水）から 30 日（木）ま

での午前８時 30 分～午後５時 15
分（土曜・日曜日、祝日を除く）

◆閲覧・提出先／都市計画課、各総合

支所地域振興課

※	市ホームページからも閲覧できます。

【問い合わせ】

 都市計画課

 ☎ 0187-66-4908 まで

 http://www.city.daisen.akita.jp/

【連携・交流軸】
交流人口の拡大
を図るための交
通ネットワーク

【優良農地】
農業の活性化、
景観の整備、農
地の保存

真
木
真
昼

県
立
自
然
公
園

地域拠点
（太田）

地域拠点
（長野）

地域拠点
（仙北）

都市の中核拠点
（大曲駅周辺）

地域拠点
（神宮寺）

地域拠点
（角間川）

地域拠点
（刈和野）

地域拠点
（境）

地域拠点
（南外）

田園 優良農地

田園 優良農地

田園 優良農地

産
業

産
業

産
業

産
業

産
業

生活
拠点

生活
拠点

生活
拠点

※図は構想の
イメージです。
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地
域
福
祉
計
画

　

家
族
や
地
域
で
お
互
い
が
助
け
合

い
支
え
合
う
機
能
が
弱
ま
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
誰
も
が
安
心
し
て
充
実

し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
地
域

で
助
け
合
う
力
（
地
域
の
福
祉
力
）
を

高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

市
で
は
、
現
在
の
福
祉
の
状
況
を

分
析
し
、
各
種
調
査
結
果
や
各
種
意

見
、
提
案
を
踏
ま
え
な
が
ら
保
健
・

福
祉
の
各
施
策
を
統
括
す
る
地
域
福

祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
が
加
わ
り
、
み
ん
な
で

創
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
大
仙
市
」
を
基

本
理
念
と
し
た
本
計
画
の
期
間
は
平

成
21
年
か
ら
25
年
ま
で
の
５
年
間
で

す
。
な
お
、
期
間
中
で
も
国
の
制
度

改
革
や
社
会
情
勢
の
変
化
を
考
慮
し

な
が
ら
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

①
地
域
の
福
祉
計
画
の
ね
ら
い

　
地
域
福
祉
計
画
で
は
、
今
ま
で
高

齢
者
福
祉
や
障
害
者
福
祉
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
分
野
別
に
取
り
組
ん
で
き
た

福
祉
施
策
を
地
域
と
い
う
視
点
か
ら

見
直
し
ま
す
。
対
象
者
の
生
活
を
第

一
に
考
え
、
総
合
的
に
支
え
る
こ
と

を
目
指
し
、
地
域
住
民
、
施
設
、
各

種
団
体
、
行
政
が
協
力
し
な
が
ら
課

題
に
取
り
組
み
、
地
域
と
し
て
解
決

す
る
仕
組
み
を
考
え
ま
す
。

　

個
人
や
家
庭
で
は
解
決
が
難
し
い

生
活
課
題
に
つ
い
て
、
自
分
自
身
や 1

家
族
の
努
力
（
自
助
）、
地
域
住
民
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
協
力
体
制

（
共
助
）
を
整
え
、
行
政
（
公
助
）
が
主

と
な
っ
て
解
決
に
向
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
示
し
ま
す
。

②
計
画
の
３
つ
の
基
本
的
な
考
え
方

　

計
画
で
は
、
市
民
が
地
域
福
祉
の

考
え
方
を
共
有
し
、
協
働
で
取
り
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
地
域

社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
指

し
、
次
の
３
つ
の
基
本
的
な
考
え
を

柱
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

【
新
た
な
支
え
合
い
の
確
立
】

　

行
政
が
行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ほ

か
、
市
民
一
人
一
人
が
自
主
的
に
福
祉

に
関
わ
り
、
地
域
単
位
で
お
互
い
に
支

え
合
い
な
が
ら
共
に
支
え
合
う
「
新
た

な
支
え
合
い
」
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
地
域
福
祉
施
策
の
提
示
】

　

近
隣
や
地
域
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
サ
ー
ビ

ス
を
適
切
に
利
用
で
き
る
仕
組
み
の

構
築
を
進
め
ま
す
。

【
地
域
社
会
の
再
生
の
軸
】

　

児
童
の
安
全
を
ま
も
る
「
見
守
り

隊
」
や
災
害
時
の
要
援
護
者
支
援
な

ど
、
一
番
身
近
な
「
地
域
の
力
」
に

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
問
題
を
共
通
課
題
と
し

て
受
け
止
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
解
決

し
な
が
ら
団
結
力
や
つ
な
が
り
の
強

化
、
地
域
活
性
化
な
ど
、「
地
域
社

会
の
再
生
」
を
目
指
し
ま
す
。

③
地
域
福
祉
が
目
指
す
方
向

　

市
で
は
、
地
域
の
課
題
に
配
慮
し

な
が
ら
、
①
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
る

機
会
の
創
出
②
新
た
な
支
え
合
い
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
③
地
域
福
祉

の
総
合
調
整
機
能
の
強
化
④
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
を
選
べ
る
仕
組
み
づ
く
り

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
⑥

災
害
時
の
要
援
護
者
の
避
難
支
援—

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
プ
ラ
ン

　

市
内
す
べ
て
の
高
齢
者
が
、
生
活

支
援
や
健
康
づ
く
り
に
よ
っ
て
寝
た

き
り
を
予
防
し
、
意
欲
や
能
力
に
応

じ
た
自
主
的
な
社
会
参
加
に
よ
っ
て

生
き
が
い
あ
る
生
活
が
送
れ
る
地
域

づ
く
り
を
目
的
に
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
期
間
は
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま

で
の
３
年
計
画
と
し
、
介
護
保
険
事

業
計
画
な
ど
と
整
合
を
図
り
な
が
ら

３
年
ご
と
に
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
団
塊
の
世
代
と
呼
ば
れ

る
方
々
が
高
齢
期
を
迎
え
る
た
め
、

介
護
認
定
者
が
今
ま
で
以
上
に
増
え

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
充
実
し
た
介

護
予
防
に
関
す
る
施
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
す
で
に
超
高
齢

社
会
を
迎
え
、
認
知
症
高
齢
者
の
増

加
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ボ
ラ
ン

２月 24 日、大仙市福祉関係計画審議委員会・伊藤良委員長から山王丸愛子副市長に、今年

度策定された地域福祉計画をはじめ、高齢者プラン、障がい福祉計画の３計画が答申されま

した。市では、この計画の策定を契機に、福祉向上の「指針」として位置づけ、地域のみん

なで支え合い、お互いを助け合える社会を目指し取り組んでいくことにしています。計画の

主な部分を抜粋してお知らせします。全内容については市ホームページをご覧ください。

【問い合わせ】

【地域福祉計画】社会福祉課☎ 0187-63-1111 内線 162
【高齢者プラン・障がい福祉計画】援護福祉課☎ 0187-63-1111 内線 171・178 まで

http://www.city.daisen.akita.jp/

これからの福祉には、地域の力とつながりが必要です

市民一人一人が
幸せに暮らせる
地域社会のために

大仙市福祉関係計画
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※青枠は今回策定された計画です。

大仙市総合計画

大仙市地域福祉計画

	

高
齢
者
を
対
象

	

大
仙
市
高
齢
者
プ
ラ
ン

	

障
害
者
を
対
象

	

大
仙
市
障
が
い
者
計
画

	

市
民
を
対
象

	

健
康
大
仙
21
計
画

	

児
童
・
子
育
て
家
庭
を
対
象

	

大
仙
市
次
世
代
育
成

	

支
援
行
動
計
画

【福祉関係計画の位置づけ】

伊藤委員長から答申書を受け取る山王丸副市長。

テ
ィ
ア
の
基
盤
を
効
果
的
に
活
用
し
、

支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
把
握

し
な
が
ら
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
プ
ラ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
５
つ
の
重
点

施
策
を
基
本
に
し
た
構
成
と
な
っ
て

い
ま
す
。

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
要
援
護
者
の
把
握
や

効
率
的
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
発

揮
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
を
増
設
し
必

要
な
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

②
介
護
予
防
対
策
の
推
進

　

支
援
が
必
要
な
高
齢
者
を
把
握
し
、

連
携
を
図
り
な
が
ら
介
護
予
防
に
向

け
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

い
ま
す
。
介
護
予
防
意
識
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

③
認
知
症
対
策
の
推
進

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
体
制
や
医

療
と
介
護
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域

で
変
わ
ら
な
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

認
知
症
高
齢
者
支
援
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
の
普
及
、
認
知
症
高
齢
者

と
そ
の
家
族
を
見
守
り
支
援
す
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

④
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
推
進

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に
は
、
よ
り
身
近
な
方
々
の
支
援
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
全
市
で
福
祉
対
策

の
連
携
を
図
る
ほ
か
、
近
隣
者
や
町
内

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
児
童

委
員
が
連
携
し
な
が
ら
、
状
況
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
在
宅
生
活
の

総
合
的
な
支
援
を
推
進
す
る
ほ
か
、

市
民
の
心
の
健
康
づ
く
り
や
自
殺
予

防
に
つ
い
て
の
関
心
も
高
め
て
い
き
ま

す
。
い
つ
で
も
幅
広
い
分
野
の
相
談
が

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

障
が
い
福
祉
計
画（
第
２
期
）

　

市
で
は
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
「
障
が
い
福
祉
計

画
（
第
２
期
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。
18

年
３
月
に
障
害
者
施
策
の
基
本
的
な

計
画
「
大
仙
市
障
害
者
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
が
、
こ
の
計
画
を
構
成
す

る
「
障
害
福
祉
計
画
」
の
期
間
が
20
年

度
ま
で
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
第
２
期

の
計
画
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
計
画
は
、
障
害
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
能
力
を
発
揮

し
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
の
で

き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
４
つ

の
重
点
目
標
を
基
本
に
し
た
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
計
画
で
は
、
施
設
入
所
者
や

精
神
障
害
者
の
地
域
生
活
へ
の
移
行

を
進
め
る
た
め
数
値
目
標
を
設
定
し

ま
し
た
。
自
立
訓
練
な
ど
を
利
用
し
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
方
々
が

増
え
る
よ
う
数
値
目
標
を
決
め
た
こ

と
が
策
定
の
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

一
人
一
人
が
障
害
の
状
態
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
自
己
決
定
し
、
適
切
な

居
住
支
援
を
利
用
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

②
日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

一
人
一
人
が
障
害
の
状
態
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
自
己
解
決
し
、
適
切
な

日
中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

③
地
域
生
活
へ
の
移
行
の
促
進

　

障
害
の
あ
る
人
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
暮
ら
し
の
場
の
確

保
に
向
け
た
支
援
と
と
も
に
、
保
健
・

医
療
な
ど
の
基
盤
整
備
や
働
く
場
の

確
保
を
進
め
、
地
域
で
の
生
活
が
円

滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

④
地
域
生
活
支
援
事
業
の
充
実

　

各
種
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切

か
つ
効
果
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
連
携
体
制
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
相
談
支
援

や
移
動
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
等
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
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大曲市民会館自主事業
ロシア・ナショナル・
フィルハーモニー交響楽団

　ロシアを代表する交響楽団の生演奏をお聞

きください。※ソリストに神尾真由子（バイオリン）

チャイコフスキー国際コンクール優勝。

◆日時／６月 14 日（日）午後２時開演（午後

１時 30 分開場）

◆会場／大曲市民会館

◆入場料／ SS 席 8,000 円・S 席 6,000 円・A

席 5,000 円・B 席 4,000 円（全席指定）

◆チケット発売開始日／４月 10 日（金）

◆チケット販売所／榊田楽器店、榊田分店、タ

カヤナギイーストモール、美音社本店、中仙市

民会館、協和市民センター、仙北ふれあい文

化センター、大曲市民会館（大曲中央公民館窓口）

◆演奏曲目／幻想序曲「ロメオとジュリエッ

ト」、ヴァイオリン協奏曲ニ長調、交響曲

第５番ホ短調※全曲チャイコフスキー作曲

【問い合わせ】

 大曲市民会館（月曜休館）

 ☎ 0187-63-8766 まで

お知らせ

「伝える」から「ともに考える」へ
４月 16 日号から変わります

「広報だいせん」

　４月 16 日号から「広報だいせん」が

新しくなります。

　月２回の発行は変わりませんが、内

容を充実させ「伝える」広報から「と

もに考える」広報へと刷新。より親し

んでもらえるよう、タイトルも「だい

せん日和」に変更します。

　分かりやすく見やすい紙面作りを心

がけますので、今後も広報だいせん「だ

いせん日和」をよろしくお願いします。

【日
び

和
より

とは】晴れて穏やかな天気。その事をする

のに都合の良い天気、船の航行に良い天気という

意味があります。広報をより身近に感じてもらえ

るよう、市の前途や人々の暮らし、あたたかさが

連想されるタイトルに変更します。

イベント

　
平
成
21
年
第
１
回
市
議
会

定
例
会
最
終
日
の
３
月
18
日
。

栗
林
次
美
市
長
が
代
表
監
査

委
員
の
人
事
案
件
を
提
案
し

ま
し
た
。
人
事
案
件
で
は
、

代
表
監
査
委
員
に
福
原
堅
悦

さ
ん
（
大
曲
地
域
）
、
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
就
任
は
４
月

１
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
代
表
監
査
委
員
に

福
原
堅
悦
さ
ん

代表監査委員

福 原 堅 悦 さん

（大曲地域・58 歳）

　４月から市内全図書館の

開館時間と休館日を変更し

ます。今まで休館日だった祝

日に閉館していた館も開館

することになりました。

　また、中仙市民会館内の学

習情報室を中仙図書館とし

て運営します。市内全図書館

の図書管理システムが統一

され、１枚の「利用カード」

で市内全図書館が利用でき

るようになりした。

　図書館は、いろいろな知識

や情報を得ることができるほ

か、人や本とふれあうことの

できる場所です。みなさんの

ご来館をお待ちしています。

【問い合わせ】

 大曲図書館（総合図書館）

 ☎ 0187-62-1012 まで

中仙地域に新たに
図書館を設置
４月から祝日も開館
します
市内図書館の
開館時間と休館日

図
書
館

大
曲

神
岡

西
仙
北

中
仙

協
和

南
外

仙
北

太
田

開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
７
時

午
前
９
時
～
午
後
６
時

休
館
日

毎
月
１
日

毎
月
１
日

毎
月
第
１

水
曜
日

毎
月
第
１

月
曜
日

毎
月
最
終

月
曜
日

毎
月
１
日

毎
月
第
１

月
曜
日

毎
月
１
日

９
月
第
１
月
曜
日

か
ら
５
日
間

２
月
上
旬

３
日
間

２
月
上
旬

３
日
間

11
月
下
旬

３
日
間

12
月
上
旬

３
日
間

２
月
下
旬

３
日
間

11
月
下
旬

３
日
間

10
月
下
旬

３
日
間

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月
４
日
）

毎
月
１
日
が
休
館
日
と
な
っ
て
い
る
図
書
館
は
、
１
日
が
土
・
日
曜
日
に
な
っ
た
場
合
、
翌
月
曜
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

　
鈴
木
正
雄
大
仙
市
消
防
団

長
（
協
和
地
域
）
の
退
任
に
よ

り
、
消
防
団
の
推
薦
を
受
け

た
草
彅
忠
誠
さ
ん
（
中
仙
地
域
）

が
新
し
い
団
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

　
草
彅
さ
ん
は
３
月
22
日
か

ら
消
防
団
長
に
就
任
し
て
い

ま
す
。

新
し
い
消
防
団
長
に

草
彅
忠
誠
さ
ん

お知らせ お知らせお知らせ

大仙市消防団長

草 彅 忠 誠 さん

（中仙地域・62 歳）
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カ
モ
シ
カ
食
害

防
止
ネ
ッ
ト

補
助
申
請
の
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す

　
市
で
は
、
カ
モ
シ
カ
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
食
害

防
止
ネ
ッ
ト
の
購
入
費
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
を
希
望
す

る
方
は
申
請
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
に
農
地
を
所
有
し

耕
作
し
て
い
る
方

◆
補
助
額
／
食
害
対
策
に
か
か
る

費
用
の
３
分
の
２
以
内
︵
限
度

額
６
万
円
︶

◆
申
請
受
付
期
限
／
４
月
16
日︵
木
︶

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

教
育
委
員
会
各
分
室

 

文
化
財
保
護
課

 

☎
０
１
８
７
︵
63
︶
８
９
７
２

ま
で

　
新
し
い
介
護
保
険
料
が
決
ま
り

ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度
で
は
、

３
年
ご
と
に
介
護
保
険
事
業
計
画

を
見
直
し
、
65
歳
以
上
の
方
が
負

担
す
る
介
護
保
険
料
を
決
め
て
い

ま
す
。
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で

の
保
険
料
は
月
額
４
５
８
０
円
。

昨
年
よ
り
も
５
９
０
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。︵
20
年
度
ま
で
は

３
９
９
０
円
︶

【
問
い
合
わ
せ
】

 

介
護
保
険
事
務
所

 

︵
市
役
所
仙
北
庁
舎
内
３
階
︶

 

☎
０
１
８
７
︵
86
︶
３
９
１
１

ま
で

保
険
料
増
額
の
主
な
理
由

　
増
額
の
主
な
理
由
と
し
て
、
介
護

保
険
施
設
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
増
に
伴
う

介
護
給
付
費
の
増
加
、
介
護
保
険

制
度
改
正
に
よ
る
65
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
給
付
費
の
負
担
割
合
の

増
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

介
護
給
付
費
の
増

　
20
年
度
ま
で
約
３
２
９
億
円
、
21

年
度
か
ら
23
年
ま
で
約
３
８
４
億

円
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大曲地域の市営住宅
入居者募集

◆募集住宅／

 船場町市営住宅（母子向け）

 １戸（２ＬＤＫ・Ｈ１建設）

 家賃＝ 18,200 円～ 27,100 円

 笑の口市営住宅（老人向け）

 １戸（１ＤＫ・Ｈ８建設）

 家賃＝ 14,000 円～ 20,800 円
※家賃は住宅の設備や入居者の収入

によって異なります。

◆入居資格／①同居する親族が

いる方。ただし、高齢者や障害

者の方は単身でも入居できる場

合があります②住宅に困ってい

る方③収入が条例で定められ

ている収入基準以下の方④市

町村税に滞納がない方⑤同居

者を含め全員が暴力団員（暴力

団対策法第２条第６号に規定する

暴力団員）でないこと⑥市内に

居住する連帯保証人がいる方

◆入居可能日／５月８日（金）

◆申込受付期間／４月１日（水）

から 15 日（水）までの午前９

時～午後５時（土曜・日曜日を除く）

【問い合わせ・申し込み】

 都市計画課

 ☎ 0187-66-4908 まで

【第 1 号被保険者の介護保険料】

段階 区分（21 年度の住民税課税状況） 保険料（年額）

第１段階 住民税非課税世帯で生活保護受給者か老齢福祉年金受給者 27,480 円 基準額× 0.5

第２段階
住民税非課税世帯で本人の［合計所得金額＋課税年金収入額］
が 80 万円（年間）以下

27,480 円 基準額× 0.5

第３段階
住民税非課税世帯で本人の［合計所得金額＋課税年金収入額］
が 80 万円（年間）を超える

41,220 円 基準額× 0.75

第４段階 本人が住民税非課税で世帯内に課税者がいる 54,960 円 基準額

第５段階 本人が住民税課税で合計所得金額が 200 万円未満 68,700 円 基準額× 1.25
第６段階 本人が住民税課税で合計所得金額が 200 万円以上 82,440 円 基準額× 1.5

施設 利用料 問い合わせ・申し込み

総合公園多目的広場
（グラウンド・ゴルフ利用）

１人 50 円
（市外の方 100 円）

スポーツ振興課
☎ 0187-63-1111 内線 286

西仙北緑地運動広場
グラウンド・ゴルフ場

１人 100 円
（市外の方 200 円）

西仙北スポーツセンター
☎ 0187-75-0552

南外ふれあいパークふれあい広場
（グラウンド・ゴルフ利用）

１人 50 円
（市外の方 100 円）

南外体育館
☎ 0187-73-1005

グラウンド・ゴルフ利用の
使用料徴収にご理解ください

　グラウンド・ゴルフ場利用の均衡を図

るため、これまで無料で利用できた次の

３つの施設で使用料を徴収することにな

りました。ご協力をお願いします。

◆申し込み方法／事前に予約が必要で

す。団体利用の場合は、利用日の前月

20 日までに申請書を各担当課へ提出

してください

※介護保険制度は、介護を社会全体で支える制度であり、介護保険料はこの制度を支え

る大切な財源です。みなさんのご理解とご協力をお願いします。

負
担
割
合
の
増

　
20
年
度
ま
で
は
給
付
費
の
19
％

の
負
担
、
４
月
か
ら
は
給
付
費
の

20
％
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
の
介
護
保
険
料
が
決
定

月
額
４
５
８
０
円
（
年
額
５
万
４
９
６
０
円
）

お知らせ

お知らせ

介護保険

募　集
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神岡総合情報センター
パソコン教室受講者募集

　詳しい内容については問い合わせください。

◆対象／市内に在住・在勤・在学している18 歳以上の方

◆時間／午後２時～４時

◆会場／神岡総合情報センター IT 研修室（神岡庁舎内）

◆定員／ 12 人※申し込み順に受け付けます。

【問い合わせ・申し込み】

 神岡総合情報センター☎ 0187-72-4633
 神岡総合支所地域振興課☎ 0187-72-4601 まで

 FAX 0187-72-2413

番号 コース名 料金 期日

１ ワードの基礎 2,100 円
４月 14 日から５月１日まで
の火曜日と金曜日

２ エクセルの基礎 2,100 円
５月 11 日から 22 日までの
月・水・金曜日

３ 初めてのパソコン 500 円
５月 25 日（月）・27 日（水）・
29 日（金）

快
適
な
生
活
実
現
の
た
め

水
洗
化
率
向
上
対
策

　
下
水
道
は
公
衆
衛
生
の
向
上
、

生
活
環
境
の
改
善
な
ど
の
水
質
保

全
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
の
水
洗
化
率
は

61
％
（
19
年
度
末
）
。
清
潔
で
快
適

な
市
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
、

25
年
度
末
ま
で
の
水
洗
化
率
の
目

標
を
75
％
と
し
、
あ
わ
せ
て
未
整

備
地
区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
多
く
の
家
庭
で
排
水
設
備
を
下

水
道
に
接
続
し
な
い
と
目
的
は
達

成
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
水
洗
便
所
改
造
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
額
の
増
額
や
接
続

か
ら
６
カ
月
間
下
水
道
使
用
料
の

免
除
な
ど
を
行
い
な
が
ら
水
洗
化

率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

ご利用ください「浄化槽設置補助金」

◆補助金額／

	【５人槽】41 万 1,000 円　【７人槽】51 万 4,000 円

 【10 人槽】 68 万 6,000 円

◆補助予定数／ 150 基

◆補助対象外／①下水道事業認可を受けた区域②農業

集落排水事業を実施している区域③浄化槽市町村整

備推進事業を実施している区域

水
は
き
ち
ん
と
排
水
処
理
を
し
な
い
と
、
側
溝
や
川
に
そ
の
ま

ま
流
れ
、
川
や
海
を
汚
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
水
洗
ト
イ
レ
で

単
独
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
れ
ば
下
水
道
に
接
続
す
る
必
要
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
単
独
浄
化
槽
で
処

理
さ
れ
る
の
は
ト
イ
レ
の
汚
水
だ
け
で
す
。
お
風
呂
や
台
所
か

ら
流
れ
出
る
排
水
は
雑
排
水
処
理
槽
を
通
っ
て
側
溝
へ
流
れ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
汚
水
が
水
質
の
汚
濁
や
悪
臭
の
原
因
に
な
っ

て
ま
す
。
下
水
道
は
、
こ
う
し
た
水
を
処
理
す
る
た
め
の
大
切

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
下
水
道
課
☎
０
１
８
７
（
66
）
４
９
０
７
ま
で

協和温泉・四季の湯
営業時間変更のお知らせ

　協和温泉四季の湯は４月から年

中無休で営業し、レストランなど

の営業時間も変更します。

　また、毎週火曜日は大広間でカ

ラオケ（有料）を利用することが

できますのでご利用ください。

◆営業時間／

 【大広間休憩時間】

 午前９時～午後６時

 【レストラン】

 午前 11 時～午後５時

 （ラストオーダー午後４時 30 分）

【問い合わせ】

 協和温泉四季の湯

 ☎ 018-893-2615 まで

お知らせ募　集

浄化槽の使用について

合併処理浄化槽の構造は建築基準法で定められて、正しい使い方、適正な維

持管理を行なえば本来の機能を十分に発揮できます。使用方法や維持管理を

適切に行なわないと、放流水の悪化や悪臭発生の原因になりますので、維持

管理は専門業者に委託しましょう。また浄化槽法では、浄化槽を使用してから

行う「設置後等の水質検査」（7条検査）と毎年 1回行なう「定期検査」（11条検査）
を受けることが義務付けられています。法定検査は忘れずに受けてください。

※法定検査…18 年に浄化槽法が改正され、法定検査を受検しない設置者へ罰
則（30 万円以下の過料）が規定されました。

ご利用ください
４月から下水道加入の
２つの新制度

美しい生活環境を
守るため
下水道を整備し
水洗化率向上を
目指します

能
　
／ 「
半は

蔀じ
と
み」・
シ
テ 

中
森
貫
太

狂
言
／ 「
叔お

母ば

ヶが

酒ざ
け

」・
シ
テ 

山
本
泰
太
郎
︵
和
泉
流
︶

能
　
／ 「
猩
し
ょ
う

々じ
ょ
う」・
シ
テ 

五
木
田
三
郎

番　組
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区分 単位 金額（円） 備考

一般農作業 １日 6,500 ・作業時間は８時間とし、賄いは
なしとする

ト
ラ
ク
タ
ー

耕　起

整理田

10a

5,300
未整理田 5,800

畑 5,400

代かき
整理田

10a
5,700

未整理田 6,000

田
植
機

田　植
整理田

10a
5,000 ・肥料、農薬は委託者負担。

・すみ植は含まない
・苗運搬は含まない。
・側条施肥田植機で農薬を同時散

布する場合は 500 円上乗せ

未整理田 5,700

側条施
肥田植

整理田
10a

5,700
未整理田 6,400 

苗
代 育苗

緑化苗
１箱

500
・農薬代は別途料金

硬化苗 650
苗運搬 １箱 30

畦畔つき 片面１m 30
防　除 10a(1 回 ) 1,000 ・農薬代は別途料金

オ ペ レ ー タ ー １時間 1,250

コ
ン
バ
イ
ン

刈取
整理田

10a
14,500

・すみ刈は含まない。
未整理田 16,000

一貫
作業

整理田
10a

26,500 ・一貫作業は刈取から調整までと
する。未整理田 28,500

籾　　運　　搬 10a 1,300
籾　　乾　　燥

60㎏

950 ・半乾燥は 30％以内の減

籾摺り・調　整 450
精　　　　　米 600

【西部農作業標準賃金・料金表】

※この表は標準ですので、ほ場等の状況を考慮し料金を決めてください。
※この料金表には消費税が含まれています。

農地区分 上田（585kg） 中田（555kg） 下田（525kg）

標準小作料 　18,000 円 　14,000 円 　10,000 円

※小作料は消費税が課税されない非課税取引です。

【西部標準小作料】（20 年産米から適用） 10a 当たり

区分 単位 金額（円） 備考

一般農作業 １日 6,500 ・作業時間は８時間とし、賄いはな
しとする

ト
ラ
ク
タ
ー

耕　起

整理田

10a

5,300
未整理田 5,800

畑 5,800

代かき
整理田

10a
5,700

未整理田 6,000

田
植
機

田　植
整理田

10a
5,000 ・肥料、農薬は委託者負担とする

・苗運搬は含まない
・側条施肥田植機で農薬を同時散布

する場合は 500 円上乗せ

未整理田 5,500

側条施
肥田植

整理田
10a

5,700
未整理田 6,200

苗
代 育苗

緑化苗
１箱

510 ・苗代金にはイモチ病箱処理済費は
含まれておりません硬化苗 660

苗運搬 １箱 40
畦畔つき 片面１m 30

コ
ン
バ
イ
ン

刈取
整理田

10a
15,000

未整理田 16,000

一貫
作業

整理田
10a

26,500 ・一貫作業は刈取・籾運搬・乾燥・
籾摺・調整までとする未整理田 28,500

籾　　運　　搬 10a 1,500
籾　　乾　　燥

60㎏

950
籾摺り・調　整 450
精　　　　　米 600
オ ペ レ ー タ ー １時間 1,300

【東部農作業標準賃金・料金表】

※この表は標準ですので、ほ場・作業内容等の状況を考慮し事前に料金を決めてくださ
い。未整理田とは30a以下のほ場をいいます。この料金表には消費税が含まれています。

21 年度 農作業標準賃金・料金表

　春・秋作業の標準賃金・料金が次のとおり決まりました。
【問い合わせ】
 東部農業委員会☎ 0187-63-8970
 西部農業委員会☎ 0187-75-2962 まで

お知らせ

４月からスタート
下水道加入促進

２つの新制度

	 	 融資あっせん額を増額

　下水道接続（水洗化）の融資

あっせん限度額を増額します。

◆対象／現行供用開始から３年

以内の方

◆あっせん限度額／

 １件 120 万円以内（改正前は

１件 100 万円以内）

※	供用開始３年経過後の申し込み

も可能（60 万円限度）
◆償還方法／５年以内元金均等

償還・利子補給）

	 	 接続後６カ月間
	 	 下水道使用料を免除

 ４月以降、新たに排水設備工

事を行った住宅等の下水道等使

用料（公共下水道・特定環境保全

公共下水道・農業集落排水）を検

査日から６カ月間免除します。

1

2

日時／ ６月６日 土
 午後５時 30 開演（４時 30 分開場）

会場／ まほろば唐松能楽殿

入場料／ 全席指定（消費税込み）

 Ｓ席 8,000 円（当日 8,500 円）　

 Ａ席 7,000 円（当日 7,500 円）

※４月６日は午前９時から和ピアでチケット販
売を開始します。発売日の電話での受け付けは
午後１時からとなります。チケットを郵送しま

すので同封の郵便振込用紙で振り込みください。

【問い合わせ・チケット販売】

 協和市民センター（和ピア）

 ☎ 018-892-3820 まで

４月６日 ( 月 ) からチケット発売開始

観世流 薪能公演
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乳幼児・要介護者のいる世帯へ
ごみ袋 30 枚を無料交付

乳幼児、要介護者がいる世帯の負担を軽減す

るため、燃やせるごみ袋 30 枚を交付します。

該当する方でごみ袋が必要な方は市民課（大

曲庁舎は環境課）へ申請してください。申請受

け付けは随時行っています。（４月は窓口が混

み合う場合があります）子どもが生まれた方に

は、出生届を提出した時に１回目のごみ袋交

付を行っています。

【乳幼児がいる世帯】

◆対象／ 19 年４月１日以降に出生した子ど

もがいる世帯

◆交付期間／出生後２年間（年１回）

【要介護者のいる世帯】

◆対象／要介護４～５と認定

され、紙おむつを必要として

いる世帯

◆持参するもの／被保険者

証、紙おむつ使用確認書（ケ

アマネージャーの記名と認め印

が必要）

雑誌の出し方

雑誌類は背表紙がのりでとめられた本類の

ほか、ダイレクトメールや請求書、カレン

ダー、封筒、はがき、紙袋なども雑誌類にな

ります。はがきなど

小さいものは雑誌に

挟み込み、落ちない

ようにしてください。
【注意】紙袋などにはがき

などの雑類を詰め込んで

排出する例が見受けられ

ます。出す際は必ず分類

ごとに重ね、縛って排出

してください。

ごみの不法焼却禁止

ごみの焼却は、種類や量にか

かわらず法律で禁止されてい

ます。また、ごみの焼却は、

ダイオキシンなどの有害な煙

を発生するほか、周辺土壌を

汚染し生活環境を悪化させま

す。絶対にしないでください。

土地の管理について
（不法投棄対策）

所有する土地の管理（雑草除

去・片付け）をおこたると、

不法投棄誘発の原因になる

ことがあります。特に、不

用になったごみなどを放置

したままにしておくと不法

投棄の原因になります。所

有する土地について、日ご

ろから侵入防止対策や点検

を行い、捨てにくい環境を

整えましょう。

不法投棄対策

市では 20 年度から監視員によるパ

トロール強化と移動式監視カメラ

を設置し不法投棄監視体制を強化

しています。不法投棄はみなさん

一人一人の監視の目が一番の抑止

力となります。不法投棄を見つけ

た場合は、すぐに環境課または最

寄りの警察署までご連絡ください。

美しい環境を未来に残す取り組みにご協力ください。環境課からのお願いです。

【問い合わせ】環境課☎ 0187-63-1111 内線 275・277 まで

みんなで住み良い環境づくり
環境課からのお知らせ

登録済証の首輪への装着徹底

狂犬病予防法により、犬の登録済票と注射済

票は首輪へ装着することが義務づけられてい

ます。逃げた犬を捜索する手掛かりにもなり

ますので必ず装着してください。また、逃げ

た場合は、保健所か環境課まで連絡ください。

不法焼却・不法投棄
不法投棄や不法焼却は法律で禁止されています。法律に違反して焼却をした場合、５年以下
の懲役または 1,000 万円以下の罰金（法人は１億円以下）に処されることがあります。
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透明（半透明）ごみ袋で
事業系ごみ排出徹底のお願い

家庭ごみに比べ、事業系ごみは、分別が徹底され

ていません。ごみをなるべく発生させない事業活

動を行い、排出された廃棄物は適正に分別して処

理するなど、事業系ごみの排出ルール徹底をお願

いします。今後、分別徹底のため「透明または半

透明の袋」を使用して搬入をお願いします。
※黒いごみ袋やダンボール箱等の中が見えないものでの搬入

はお断りする場合があります。十分ご注意ください。

【問い合わせ】

 大仙美郷クリーンセンター☎ 0187-62-1749

ふん害に憤
ふ ん

慨
が い

！なくそう「犬、猫の迷惑行為」

ペットのふんの後始末は、飼い主のマナーです。散歩中

にしたフンは、ビニール袋などに入れて持ち帰りましょ

う。また、放し飼いは禁止されています。放し飼いは、

周囲の人が噛まれたり、犬が交通事故にまきこまれる危

険性があり、人にとっても、犬にとっても迷惑です。マナー

を守りしっかりとつないで飼いましょう。

苦情や相談が増加
責任ある飼育をお願い

ペットの迷惑行為は、飼い主の責

任ある飼育で改善できます。無責

任な飼育はトラブルの原因になり

ますので、飼い主はペットが迷惑

行為を起こさないよう、しっかり

と管理しましょう。また、野良猫

にえさを与えないでください。え

さを与えると周辺の猫が集まり、

数が増え、手に負えなくな

ります。のら猫の増加に伴

い交通事故で死亡する猫の

数も増えています。

ごみを減らす紙類のリサイクル

お菓子の箱やティッシュの箱、ラップの空き箱な

どは段ボール類として出せます。小さいものは段

ボールに挟み込んで出

すなど、落ちないよ

うにして排出してく

ださい。 

こんな試みがスタート

パチンコひまわり大曲店（大曲地

域東川）の協力により、店舗の電

子掲示板に、ごみ減量や環境保全

に関する標語を掲載しています。

内容は日替わりで更新されます。

全市一斉クリーンアップ
県では、４月を「あきた・クリーン強調

月間」とし、身近な環境のクリーンアッ

プを呼びかけています。これに合わせ、

市でも全市一斉クリーンアップを行

います。みんなで声をかけあい身近

な地域をきれいにしましょう。ごみ

の排出場所は各地区の自治会長や衛

生団体代表者に連絡し、回収はその

日の内に行います。

◆日時／４月 19 日（日）午前中

◆分別／①燃やせるごみ②燃やせな

いごみ
※汚れているびん・缶類はリサイクルに適

さないため燃やせないごみへ、ペットボ

トルは燃やせるごみへ分別してください。

4/ 19 日 午前中
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　大仙市、仙北市、美郷町を活動拠点としながら、各小学

校で総合学習の時間を利用した「こころのバリアフリー」

の啓発授業を行っている仙北まるごとバリアフリー実行委

員会（奈良克久委員長）が、平成 20 年度第４回秋田県バリア

フリー推進賞を受賞しました。

　障害のある会員が中心となって各学校を訪問し、自分た

ちの体験談や高齢者・妊婦の疑似体験などを行い、障害に

ついて理解してもらおうと活動しています。障害者自らが

参加し、バリアフリー教育に取り組んでいることが評価さ

れ今回の受賞となりました。

　バリアフリー推進賞は、高齢者や障害者が自らの意志で

自由に行動し、安全で快適に生活できるバリアフリー社会

の実現に向けて優れた取り組みを行っている個人・団体に

贈られる賞です。

仙北まるごとバリアフリー実行委員会
秋田県バリアフリー推進賞を受賞

　３月 15 日、神岡地域で 400 年以上の歴史がある伝統行事「嶽

六所神社奉納ぼんでん」が行われました。

　当日は地域内の各地区から 11 本のぼんでんが参加。それぞ

れの地区を練り歩いたぼんでんは神宮寺大門小路（一ノ鳥居）へと集まり、小路の入り口に以前あっ

た鳥居に見立てられた竹の門をくぐろうと男衆たちがもみあいます。その傍らでは「餅まき」が行

われ、縁起物にあやかろうと大勢の見物人が集まりました。

　一ノ鳥居をくぐった後、ぼんでんは神宮寺嶽（標高 277㍍）の山頂にある嶽六所神社を目指し、

山道の入り口にある二ノ鳥居で再びもみあいを行った後、男衆は険しい山道を登り、無事ぼんでん

の奉納を終えました。

嶽六所神社奉納ぼんでん
400 年以上続く地域の伝統行事

　全国で最も早く行われる花火競技大会「新作花火コレ

クション 2009」が３月 21 日、大曲ファミリースキー場

で行われ、全国の若手花火作家 25 人が新作の花火を持ち

寄り、技を競いました。

　趣向を凝らした多彩な花火が打ち上がる同花火競技大

会。審査の末、今野義和さん（北日本花火興業・大仙市）の

作品「アフロでキメる俺のヘアースタイル」が見事、金

賞・審査員特別賞・花火鑑賞士特別賞の三冠に輝きました。

受賞者は次の通りです。

▼銀賞＝小口浩史（三遠煙火・静岡県）▼銅賞＝細谷圭二（ホ

ソヤエンタープライズ・東京都）、宮川拓也（マルゴー・山梨県）、

本田和憲（片貝煙火興業・新潟県） 〈敬称略〉

新作花火コレクション 2009
若手花火作家たちが技を競う

「花火を見る人に笑顔を届けたかった」とアフロヘアーをモチーフに

したユニークな花火（写真左）で三冠に輝いた今野さん。

一ノ鳥居でもみ合う

男衆たち。

地道な活動が評価され、バリアフリー推進賞を受賞した

仙北まるごとバリアフリー実行委員会のみなさん。
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　３月 19 日、仙北ふれあい文化センターを会場に大仙市古文書調査

研究事業報告会が行われました。

　報告会には各地域で古文書の保存・整理活動を行っているボラン

ティアの方々など、約 50 人が参加。それぞれの活動状況や今後の課

題などを報告し合いました。

　現在、市では「大仙市アーカイブズ構想」を策定し、市政の記録で

ある公文書や地域資料など歴史的資料の保存について計画を進めて

います。地域の歴史が書かれている古文書について、過去の記録を

現代や後世に伝えていこうと、市内で約 37 人のボランティアの方々

がそれぞれの地域で保存・整理活動をしています。しかし、どこの

地域も人員が不足している状態です。歴史や古文書に興味があり、

活動に関心がある方は文化財保護課（☎ 0187-63-8972）まで連絡く

ださい。

大仙市古文書調査研究事業報告会
地域の歴史を伝承する

　花館コミュニティ会議によるサケ放流事業が３月 11 日、

花館地区の玉川橋下流で行われ。花館小学校（荒川淑子校長・

児童数 377 人）の６年生児童 61 人がサケの稚魚約 20,000 匹

を放流しました。児童の卒業にあわせた旅立ちの行事で、児

童が高校生になった秋ごろに、サケは成長して帰ってきます。

　放流した稚魚は体長約 5㌢で、昨年同川に遡上して捕獲さ

れたサケを市営ふ化場で採卵、受精、ふ化させたもの。そ

のうち 200 匹は、12 月から児童たちが水槽で飼育。自分た

ちが育てた魚だと分かるよう背びれと尾びれとの間にある

肉質状の特殊なひれに目印の切れ目を入れ放流しました。

　児童たちはサケの旅立ちと自分たちの小学校卒業を重ね

合わせながら、稚魚を川の流れに放し「元気で大きくなっ

て戻ってきてね」などと呼びかけました。

花館小６年生がサケ稚魚２万匹を放流
花館コミュニティ会議の事業として

放流された稚魚は、児童たちが高校生になる年の秋ごろに体

長約 70㌢に成長して、ふるさとに再びもどってきます。

真剣な様子で話し合いを行う生徒たち。

　３月 15 日、秋田県唯一の国宝「先刻線手観音

等鏡像」をまつる中仙地域の水神社で文化財防

火訓練が行われました。

　訓練には地域の方々や地元の消防団員、消防

署員などが参加。神社境内からの出火を想定し

バケツリレーによる初期消火やポンプ車による

放水訓練が行われました。

　訓練後には消化器を使った消火訓練や防災座

談会が行われ、参加者は防災意識を高めました。

第 55 回文化財防火デー
地域の宝を守る訓練を実施

地元消防団による放水訓練。

仙北地域の調査室を見学する参加者たち。

　３月３日、市内 12 中学校の生徒代表が

西仙北庁舎旧議場に集まり、今年度２回目

の大仙市中学生サミットが行われました。

　各中学校で取り組んでいる、リサイク

ル・エコ・ボランティア活動に関する情報

交換の後、来年度も「REVO プロジェクト」

（リサイクル・エコ・ボランティア活動）を継続

することを決定しました。すべての中学校

で回収活動をはじめとする「REVO プロジェクト」のいっそうの

充実を図ります。各中学校の取り組みへの協力をお願いします。

大 仙市中学生サミット
ECO リレーでつなごう！思いやりの輪

ecoリレーでつなごう！
思いやりの輪

大仙市中学生サミット
大仙市・大仙市教育委員会

エ　　　　コエ　　　　コ

REVO(レボ)プロジェクト

No.4
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内訳／　感想 23　意見５　質問３　要望２　なし１

　表紙は、中仙地域押切の小正月行事「火振りかまくら」。
ペアーレ大仙オープン、選挙のお知らせ、「家庭ごみが減っ
ています」などをお知らせした号でした。

３月１日号を振り返り

今回の応募総数は　34 通

3 1
平成21年3月1日

第94号

無
病
息
災
願
い

火
の
輪
踊
る

 

火
振
り
か
ま
く
ら̶

中
仙
地
域
鴬
野
押
切
地
区
の
小
正
月
行
事

ぺ
ア
ー
レ
大
仙
が
オ
ー
プ
ン

す
る
と
い
う
記
事
を
読
み

ま
し
た
。

　
私
も
趣
味
と
し
て
何
か
受
講
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

	

（
神
岡
地
域
　
55
歳
男
性
）

家
庭
ご
み
が
減
っ
て
い
る
の

は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
私
も
買
い
物
の
と
き

は
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
、
利
用

し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
排
出
の
手
引
き
が
配
布
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
分
別

に
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う

少
し
詳
し
い
分
類
が
あ
れ
ば
助
か

り
ま
す
。

	

（
太
田
地
域
　
49
歳
女
性
）

今
年
は
暖
冬
で
春
が
く
る
の
も

早
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
先
日
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
売
っ
て

い
る
の
を
見
つ
け
、買
い
ま
し
た
。

早
速﹁
フ
キ
ノ
ト
ウ
み
そ
﹂を
作
っ

た
と
こ
ろ
、夫
が
大
喜
び
で
し
た
。

　
家
中
、
春
の
香
り
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

	

（
協
和
地
域
　
50
歳
女
性
）

公
民
館
で
卵
の
パ
ッ
ク
な
ど

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
回
収

し
て
ほ
し
い
で
す
。

	

（
大
曲
地
域
　
37
歳
女
性
）

先
日
、市
民
交
流
ぷ
ら
ざ
﹁
の

び
の
び
ら
ん
ど
﹂
で
開
か

れ
て
い
た
﹁
ハ
ン
ド
ニ
ッ
テ
ィ
ン

グ
展
﹂を
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
手
編
み
の
素
敵
な
作
品
を
見
て

﹁
自
分
も
何
か
編
ん
で
み
よ
う
か

な
﹂
と
思
い
ま
し
た
。
編
み
物
で

冬
の
楽
し
み
が
ま
た
一
つ
増
え
そ

う
で
す
。

　
ま
た
﹁
の
び
の
び
ら
ん
ど
﹂
は

子
育
て
中
の
若
い
お
母
さ
ん
た
ち

や
子
ど
も
た
ち
に
も
開
放
さ
れ
た

憩
い
の
場
所
で
も
あ
る
と
あ
ら
た

め
て
感
じ
ま
し
た
。

　﹁
自
分
の
子
育
て
中
に
も
こ
の

よ
う
な
場
所
が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た

な
﹂
と
思
え
る
場
所
で
し
た
。

	

（
大
曲
地
域
　
52
歳
女
性
）

先
日
、
高
校
を
卒
業
し
ま
し

た
。

　
３
年
間
は
本
当
に
あ
っ
と
い
う

間
で
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
と
も

に
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
大
学
に
も
無
事
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
、
４
月
か
ら
夢
に

向
か
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
18
年
間
、
秋
田
で
学
ん
だ
こ
と

を
忘
れ
ず
に
新
天
地
で
も
頑
張
り

ま
す
。

	

（
大
曲
地
域
　
18
歳
女
性
）

ぺ
ア
ー
レ
大
仙
が
オ
ー
プ
ン

し
た
こ
と
で
、
駅
前
に
賑

わ
い
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
講
座
が
開
か
れ
る

よ
う
で
す
が
、
講
座
を
受
講
し
な

い
人
で
も
利
用
・
参
加
で
き
る
よ

う
な
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。

	

（
西
仙
北
地
域
　
73
歳
男
性
）

中
仙
地
域
で
行
っ
て
い
る
天

ぷ
ら
油
の
回
収
に
つ
い
て
、

ど
の
く
ら
い
の
量
の
天
ぷ
ら
油
か

ら
、
ど
の
く
ら
い
の
量
の
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
と
て
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。

	

（
大
曲
地
域
　
51
歳
男
性
）

【
環
境
課
か
ら
】

　
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
︵
Ｂ

Ｄ
Ｆ
︶
は
、
使
用
済
み
天
ぷ
ら
油

に
メ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
薬
剤
を
入

れ
精
製
し
ま
す
。

　
天
ぷ
ら
油
の
投
入
量
に
対
し
て

精
製
さ
れ
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ
量
は
９
割
程

で
す
。︵
１
０
０
㍑
の
油
か
ら
90
㍑

の
Ｂ
Ｄ
Ｆ
︶

　
精
製
過
程
で
グ
リ
セ
リ
ン
が
副

産
物
と
し
て
発
生
し
ま
す
が
、
こ

ち
ら
も
堆
肥
の
発
酵
促
進
剤
な
ど

に
有
効
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
何
か
良
い
情
報
は
な

い
か
と
情
報
交
差
点
を
丹

念
に
読
み
ま
す
。
今
回
は
工
藤
進

英
さ
ん
の
講
演
を
し
っ
か
り
チ
ェ

ッ
ク
し
、
聞
き
に
行
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

	

（
大
曲
地
域
　
50
歳
女
性
）

も
う
す
ぐ
知
事
選
挙
と
市
長

選
挙
が
あ
り
ま
す
。

　
知
事
も
市
長
も
、
民
を
第
一
に
考

え
る
人
を
選
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

（
大
曲
地
域
　
40
歳
女
性
）

今
年
初
め
て
川
を
渡
る
ぼ
ん

で
ん
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

　
天
気
も
良
く
て
大
勢
の
見
物
人

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
渡
船
場

で
は
鍋
将
軍
に
選
ば
れ
た
﹁
大
曲

の
納
豆
汁
﹂
も
振
る
舞
わ
れ
て
い

て
、
と
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
太
田
の
火
ま
つ
り
は
前
日
か
ら

の
猛
吹
雪
も
夕
方
に
は
止
み
、
ま

つ
り
日
和
に
な
り
ま
し
た
。
大
小

41
個
も
上
が
っ
た
紙
風
船
に
は
、

小
さ
く
て
も
か
わ
い
く
お
も
し
ろ

い
形
を
し
た
も
の
や
、
大
き
く
と

て
も
立
派
な
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
来
年
は
大
仙
市
の
冬
ま
つ
り
を

何
カ
所
見
ら
れ
る
か
な
あ
。

	

（
太
田
地
域
　
58
歳
女
性
）
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５人の方々に図書カード
1,000 円分が当たる

問　題

応募方法

発行号、答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、感想や市への質問など
を記入のうえ、総合政策課までお送りください。

広報クイズ

締め切りは　４月 15 日（消印有効）

「お便り広場」はみなさんのページです。広報
クイズとあわせ、市政に対する質問・意見など
みなさんの遠慮のない声をお聞かせください。

あて先はこちらまで
〒 014-8601（住所不要）大仙市企画部総合政策課
手紙・ハガキ、FAX（0187-63-1119）
または Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）で
ご応募ください。なお、Eメールの場合は件名に「広
報クイズ応募」といれてください。

４月 10 日から販売される大仙市商品券は１
セットで何枚のつづりになっているでしょう？

①７枚　　　②９枚　　　③約 11 枚

今
年
の
暖
冬
は
地
球
温
暖
化

が
進
ん
で
い
る
証
拠
で
は

な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
私
に
は
多
く
の
人
が
温
暖
化
を

ま
る
で
金
融
危
機
の
よ
う
に
﹁
世

界
の
誰
か
が
勝
手
に
引
き
起
こ

し
、
時
間
が
経
て
ば
、
ま
た
誰
か

が
解
決
し
て
く
れ
る
も
の
﹂
と
と

ら
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

け
れ
ど
温
暖
化
は
ま
ぎ
れ
も
な
く

私
た
ち
一
人
一
人
が
引
き
起
こ
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
、

行
動
し
な
い
限
り
解
決
し
き
れ
な

い
も
の
で
す
。

　
大
仙
市
で
も
独
自
の
抜
本
的
な

温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
で
す
。

	

（
太
田
地
域
　
29
歳
女
性
）

今
年
は
春
か
ら
選
挙
が
続
き

ま
す
。

　
身
近
な
選
挙
か
ら
国
政
選
挙
ま

で
の
選
挙
権
行
使
で
す
の
で
、
一

人
一
人
が
視
野
を
広
く
し
て
、
行

く
先
に
安
心
感
が
見
え
る
選
挙
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

	

（
大
曲
地
域
　
66
歳
男
性
）

も
う
す
ぐ
知
事
選
挙
が
あ
り

ま
す
が
、
新
し
い
秋
田
は
、

若
者
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
秋

田
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

	

（
大
曲
地
域
　
70
歳
女
性
）

天
ぷ
ら
油
の
回
収
は
中
仙
地

域
だ
け
で
な
く
、
市
全
体

で
も
取
り
組
め
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。

　
油
を
家
庭
ご
み
と
し
て
出
す
よ

り
も
大
変
で
は
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。

	

（
中
仙
地
域
　
25
歳
女
性
）

今
年
は
暖
冬
で
、
水
不
足
に

な
ら
な
い
か
心
配
で
す
が
、

大
曲
の
綱
引
き
も
刈
和
野
の
大
綱

引
き
も
、
ど
ち
ら
の
結
果
も
豊
作

に
な
る
と
の
こ
と
で
一
安
心
し
て

い
ま
す
。

　
小
正
月
行
事
の
写
真
に
、
雪
の

多
か
っ
た
昔
の
光
景
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

	

（
大
曲
地
域
　
81
歳
女
性
）

今
年
は
知
事
選
挙
や
市
長
選

挙
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

き
れ
い
な
選
挙
に
す
る
た
め
に
私

た
ち
に
も
大
き
な
責
任
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
投
票
に
は
有
権
者
全
員
が
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

（
神
岡
地
域
　
66
歳
女
性
）

私
は
環
境
問
題
に
と
て
も
関

心
を
持
っ
て
い
て
、
ご
み

を
減
ら
す
な
ど
で
き
る
こ
と
か
ら

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
で
も
肝
心
の
家
族
が
な
か
な
か

協
力
し
て
く
れ
な
い
の
が
悩
み
の

種
で
す
⋮
。

	

（
大
曲
地
域
　
48
歳
女
性
）

私
は
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
が
大
好

き
な
の
で
、
レ
シ
ピ
の
ク

ッ
キ
ー
を
早
速
作
っ
て
み
ま
し

た
。
サ
ー
ク
ル
に
持
参
し
た
ら
と

て
も
好
評
で
し
た
。

　
食
に
関
す
る
こ
と
が
大
好
き
で

す
。

	

（
大
曲
地
域
　
50
歳
女
性
）

川
を
渡
る
ぼ
ん
で
ん
を
見
に

い
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
元
の
花
館
に
住
ん
で
い
な
が

ら
川
辺
で
渡
船
す
る
の
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
川
に
映
っ
た
ぼ
ん
で
ん
の
美
し

さ
、
男
衆
の
勇
ま
し
さ
に
心
を
打

た
れ
ま
し
た
。

	

（
大
曲
地
域
　
53
歳
男
性

大
仙
市
の
小
正
月
行
事
は
元

気
が
あ
り
、
地
域
の
楽
し

み
と
し
て
続
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
市
の
名
産
品
な
ど
お
い
し
い
も

の
が
た
く
さ
ん
振
る
舞
わ
れ
て
い

て
、
風
邪
が
逃
げ
て
行
く
と
思
い

ま
す
。

	

（
太
田
地
域
　
50
歳
男
性
）

ご
み
減
量
化
や
省
エ
ネ
な
ど

環
境
問
題
に
関
す
る
記
事

が
市
の
広
報
で
も
頻
繁
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
記
事

で
は
市
民
一
人
一
人
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
ご
み
収
集
車
１
０
８
１
台

分
も
の
ご
み
が
減
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
た
い
へ
ん
驚
き
ま
し
た
。

　
１
世
帯
当
た
り
で
減
ら
し
た
ご

み
の
量
は
微
々
た
る
も
の
で
も

﹁
ち
り
も
積
も
れ
ば
⋮
﹂
の
こ
と

わ
ざ
の
と
お
り
、
み
ん
な
で
取
り

組
め
ば
大
き
な
結
果
を
生
む
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

	

（
西
仙
北
地
域
　
40
歳
男
性
）
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市長交際費 （２月１日〜 28 日）

●中仙図書館のおすすめ

４
月
の
新
着
図
書

こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
本
が
な
い
と
き
は
、
図
書
館
職
員
へ
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
市
内
の
各
図
書
館
の
ほ
か
、
県
立

図
書
館
か
ら
も
取
り
寄
せ
ま
す
。

	１日・水	 辞令交付式

	 	 年度初めの式

	２日・木	 定例記者会見

	 	 大曲仙北広域市町村圏組合

介護認定審査会総会

	６日・月	 春の交通安全運動

	９日・木	 新規採用職員研修講話

	16 日・木	 自衛隊員募集相談員委嘱状

交付式

	23 日・木	 秋田県都市監査員定期総会

	28 日・火	 秋田県市長会（にかほ市）

４月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

各図書館問い合わせ
大曲図書館	 ☎ 0187-62-1012 南外図書館	 ☎ 0187-74-2130
神岡図書館	 ☎ 0187-72-2501 仙北図書館	 ☎ 0187-69-3334
西仙北図書館	 ☎ 0187-75-0099 太田図書館	 ☎ 0187-88-1119
協和図書館	 ☎ 018-892-3830 中仙図書館	 ☎ 0187-56-7200

黒沢明 VS ハリウッド　
「トラ・トラ・トラ！」その謎のすべて
田草川　弘／著（文藝春秋）

幼児・児童向け図書

■各図書館イベント
おはなし会
	 神岡	 ４月 18 日（土）午前 11 時～
 西仙北	 ４月 25 日（土）午前 10 時～
	 協和	 ４月 18 日（土）午前 10 時～
	 仙北	 ４月 11 日、25 日（土）午前 10 時 30 分～
どんぐり文庫　おはなし会
	 太田（敬愛館）	４月 25 日（土）午前９時 30 分～午後３時
	（おはなしの他にむかしの遊びもあります。）
■企画
	 やきもの三人展
期間／４月２日（木）から 30 日（木）まで
期間／大曲図書館

子どもたちと一緒に鮭の稚魚放流を行う栗林市長。

摘要 件数 金額

弔慰 ６ 60,000 円　

慶 祝 ２５ 273,279 円　

協 賛 ４ 50,000 円　

合 計 35 383,279 円　

小説

◎何もかも憂鬱な夜に／中村文則
◎エ / ン / ジ / ン／中島京子
◎苛めの時間（とき）／井上淳
◎ま、いっか。／浅田次郎
◎このあいだ東京でね／青木淳悟
◎われに千里の思いあり　下／中村彰彦
◎眩暈／東直己
◎ロロ・ジョングランの歌声／松村美香
◎レッド・デッド・ライン／吉来駿作
◎うつくしい人／西加奈子
◎動物園で逢いましょう／五條瑛
◎私立探偵・麻生龍太郎／柴田よしき
◎闇の陽炎衆／森村誠一
◎蘭陽きらら舞／高橋克彦
◎プリンセス・トヨトミ／万城目学
◎暴雪圏／佐々木譲
◎八番筋カウンシル／津村記久子
◎乱反射／貫井徳郎
◎沖田総司壬生狼／鳥羽亮
◎少年譜／伊集院静
◎骨の記憶／楡周平
◎そろそろ最後の恋がしたい／唯川恵
◎こんな感じ／群ようこ
◎英雄の書　上・下／宮部みゆき

◎オオカミのおうさま／田島征三
◎ランドセルのはるやすみ／村上しいこ
◎おつきさまのやくそく／いとうひろし
◎ドンマイ！／後藤竜二
◎ババールとおちびのイザベル

／ロラン・ド・ブリュノフ

　中仙地域豊川地区は黒澤明監督ゆかりの地。

同監督研究会の方から寄付いただいた「黒澤文

庫」は、中仙図書館の大きな魅力です。この本

は黒澤明の苦悩や映画の舞台裏に触れた、ファ

ンならずとも興味深いドキュメンタリーです。

このような芸術・演劇資料に特色を持ちながら、４月からは本の貸し

出しや検索も便利に、より充実した図書館になります。また、ビデオや

CD、インターネットも取り揃え、情報を発信する地域に根ざした図書

館を目指していきます。みなさんのご利用をお待ちしています。

（所蔵あり　中仙図書館）
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西仙北

カー＆バイクミーティング
ユメリア２００９

　往年の名車、クラシックカー、

バイクなどが勢揃いします。

　車好きやバイク好きの方はぜ

ひお越しください。

■日時／４月 19 日（日）午前
９時～

■会場／西仙北ぬく森温泉ユメ

リア

【問い合わせ】

	 西仙オールドカークラブ

	 佐々木さん☎0187-75-0677まで

西仙北

汚泥肥料の販売について

　西仙北地域の下水道と農業集

落排水の処理場で生産している

汚泥肥料を販売します。

　汚泥とは、下水の汚れ（有機

物）を処理するために働いた微

生物が沈殿したもので、その汚

泥を脱水・乾燥し、肥料取締法

の規定により肥料登録したもの

が汚泥肥料です。

　詳細は問い合わせください。

【問い合わせ】

	 西仙北総合支所建設課

	 ☎ 0187-75-2970 まで

■日時／４月 21 日（火）（毎月
第３火曜日）午後７時 30 分～
■会場／中仙農村環境改善セン

ター（中仙庁舎隣り）

【問い合わせ】

	 中仙観光協会

	 ☎ 0187-56-2337 まで

中仙

ドンパン踊り練習

大曲

灯ろうの明かりで夜桜観賞
大曲庁舎前で観桜会

　市役所大曲庁舎前と大曲小学

校裏の桜並木を、５月上旬まで

灯ろうやぼんぼりで飾ります。

■期間／４月中旬から５月上旬

まで（予定）※桜の開花に合わせて

開始時期を早めることがあります。

■夜桜照明時間／午後６時～９時

【問い合わせ】

	 観光物産課

	 ☎ 0187-63-1111 内線 249 まで

大曲

花火通り産直市

　新鮮な野菜、手作り加工品を

各種取りそろえてお待ちしてい

ます。今季オープンは４月 15
日です。

■開催日／毎週水曜日

■時間／午前 10 時 30 分～午後
１時 30 分
■会場／ペアーレ大仙駐車場

【問い合わせ】

	 本庁農林振興課

	 ☎ 0187-63-1111 内線 244 まで

大曲

会員を募集します
大曲花いっぱい運動の会

　大曲花いっぱいの会では大曲

地域の環境美化を手伝ってくれ

る会員を募集しています。みな

さんの参加をお待ちしています。

■年会費／無料

■申込受付期限／４月15日（水）
【問い合わせ・申し込み】

	 生涯学習課

	 ☎ 0187-63-1111 内線 338 まで

地
域
に
新
た
な
春
の
イ
ベ
ン
ト

協
和
さ
く
ら
祭
り

　
協
和
地
域
の
春
の
祭
典
イ
ベ
ン

ト
﹁
協
和
さ
く
ら
祭
り
﹂
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
農
産
物
加
工
品
直
売
や
地
域
芸

能
発
表
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
、
子
ど
も
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

（
デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
・
ジ
ャ
ン
ボ
ク
ジ

ラ
滑
り
台
）
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
午
後
６
時
か
ら
９
時
ご
ろ

ま
で
桜
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す

の
で
夜
桜
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
４
月
25
日（
土
）、26
日(

日)

■
会
場
／
米
ヶ
森
公
園
イ
ベ
ン
ト

広
場
（
道
の
駅
協
和
隣
り
）

【
問
い
合
わ
せ
】

	

協
和
総
合
支
所
地
域
振
興
課
内

	

実
行
委
員
会
事
務
局

	

☎
０
１
８
（
８
９
２
）
３
７
０
６

	

ま
で

協
和
地
域
の
新
し
い
イ
ベ
ン

ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

春の夜風に舞う桜をお楽しみください。
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県の交通事故相談窓口変更
秋田県生活センターに一本化

　４月から県の交通事故相談窓

口が秋田県生活センターに一本

化されます。同センターでは面

接相談や電話相談のほか、手紙

や FAX でも相談を受け付けて

います。交通事故でお困りのと

きは、お気軽に相談ください。

◆相談日／平日の午前９時～午

後５時

【問い合わせ・相談】

 秋田県生活センター

 ☎ 018-836-7804
 ☎ 018-836-7805 まで

 FAX018-836-7808
 秋田市中通２－３－８

 アトリオン７階

無料相談会を開催
司法書士総合相談センター大曲

　不動産・会社・法人の登記や

多重債務、成年後見などについ

て無料の相談会を行います。

　相談会は毎月第４水曜日に開

催していますので、お気軽に相

談ください。

相談には申し込みが必要です。

◆期日／４月 22 日、５月 27 日

◆時間／午後６時～８時 30 分

◆会場／サンクエスト大曲

◆定員／毎月先着６人

【問い合わせ・申し込み】

 秋田県司法書士会

 ☎ 018-824-0187 まで

営業許可が必要です
イベントなどでの食品提供

　花見やお祭り、イベントなど

でうどんや焼きそばなどの加熱

したもの、かき氷やアイスク

リームなどを販売する場合は

保健所の許可が必要になりま

す。詳細は問い合わせいただ

くか、ホームページ（http:www.
pref.akita.lg.jp/kankyoei/）をご

覧ください。

【問い合わせ・申請】

 大仙保健所

 ☎ 0187-63-3403 まで

借金問題からの解放へ
借金問題・無料相談会

　多重債務・借金問題は適切な

手続きを行うことで解決するこ

とができます。

　借金問題でお悩みの方は一人

で悩まず専門家にご相談くださ

い。弁護士がそれぞれの実情に

応じた解決方法の相談に個別で

応じます。（要予約）

◆日時／４月 25 日（土）

午前 10 時～

◆会場／大曲交流センター

◆相談者／花吉直幸（弁護士）

【問い合わせ・申し込み】

 つかさ綜合法律事務所

 ☎ 0120-56-0449 まで

NTT 東日本からのお知らせ
不正な工事代金請求に注意

　 県 内 で NTT 東 日 本 を 装 い、

「屋外にある電話設備が故障し

ている」として不正な工事代金

を請求する事案が起こりました。

東北各地で同様のケースが発生

しているのでご注意ください。

NTT 東日本では

○故障修理はお客様の申告によ

り点検・修理を行っており、了

解なく訪問することはありません。

○現地で工事（修理）代金を請

求することはありません。

○お客様へ訪問する時は「社員

証」などの提示をしています。

不審に思った場合は、会社名と

担当者名の確認をお願いします。

【問い合わせ】

 NTT 東日本

 一般の電話からは

 ☎ 113（局番なし）

 携帯電話・PHS からは

 ☎ 0120-444-113 まで

お気軽に相談ください
無料法律相談

　相談には申し込みが必要です。

◆日時／４月９日（木）午前

10 時～午後３時

◆会場／大仙市社会福祉協議会

本所（大曲地域小貫高畑）

◆定員／先着８人

◆申込受付期限／４月７日（火）

◆相談員／齊藤忠治さん（弁護士）

【問い合わせ・申し込み】

 大仙市社会福祉協議会

 ☎ 0187-63-0277 まで

あやしいと思ったら警察へ
振り込め詐欺に注意

　大仙警察署管内で、「あなた

は宝くじに当選しました」とい

うパンフレットが郵送され、お

金を振り込ませようとする詐欺

的事案が発生しました。

　今後このような事案発生が予

想されるので注意してください。

おかしいなと思ったときは大仙

警察署、最寄の交番・駐在所ま

で連絡ください。

【問い合わせ】

 大仙警察署

 ☎ 0187-63-3355 まで

マナーとゆとりで交通安全
春の全国交通安全運動

　４月６日から 15 日までは春

の全国交通安全運動期間、４月

10 日は「交通事故死ゼロを目

指す日」です。子どもや高齢者

を事故から守るため、安全運転

にご協力ください。

【問い合わせ】

 秋田県県民文化政策課

 安全・安心まちづくり室

 ☎ 018-860-1543 まで

不動産鑑定評価の日
不動産に関する無料相談会

　地価公示・地価調査などの標

準価格、その他不動産の価格、

税金、賃料などについて無料の

相談会を行います。

◆日時／４月 13 日（月）

午後１時 30 分～４時 30 分

◆会場／大曲庁舎市民ホール

【問い合わせ】

 相馬不動産鑑定事務所

 ☎ 0187-66-1755 まで
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2/28現在

▼３月は卒業、進
級そして別れなど、
心にさざ波が立つ
季節。３月 11 日に
は、花館小学校を
卒業する61 人によ
る「サケの旅立ち」
と題した稚魚放流

が行われた。同地区のサケ捕獲
施設見学、学校での飼育、そして
今回の放流と３部構成で行われ
た行事。〝サケ〟という地域資源を
利活用して地域活性化に結びつ
けようとする花館地区コミュニティ
会議の試みにロマンを感じた▼

「旅立ち」「未来」「夢」「希望」サ
ケが明日に向かって突き進むよう
に、私たちも未来に向かって力強
く進んでいこう。放流式での子ど
もたちの誓いに、ほの酸っぱい思
いが込み上げてくるとともに、中
学生、高校生、社会人になっても
夢に向かってくじけずに頑張って
ほしいと思った。誓いは「荒波に
もまれても進むサケに負けずに、
私たちも夢の船を進めていきます」
と締めくくった▼今日から新年度、
新たな気持ちでいろんなものに挑
戦しよう。広報だいせんも４月 16
日号からリニューアル。情報伝達
の広報紙から、もう一歩進んだ形
での広報に挑戦する。　         （し）

税務のスペシャリスト
国税専門官募集　

　仙台国税局では東北を拠点に

活動する税務職員を募集してい

ます。

◆受験資格／

①大学を卒業した方で昭和 55
年４月２日から 63 年４月１日

までの生れの方

② 63 年４月２日以降の生まれ

の方で平成 22 年３月までに大

学を卒業見込みの方、もしくは

①の方と同等の資格があると人

事院が認める方

◆申込受付期限／４月14日（火）

【問い合わせ・申し込み】

 仙台国税局人事第二課

 ☎ 022-263-1111 まで

ぺアーレ大仙
新講座追加募集

　指・足先の運動、腹式呼吸、

つぼへの刺激など老化・ボケ予

防を行う「元気功」の受講生を

募集します。

◆日時／４月から６月までの毎

週水曜日午後１時 30 分～３時

◆定員／ 25 人

◆受講料／ 11,000 円

【問い合わせ・申し込み】

 ぺアーレ大仙

 ☎ 0187-63-8600 まで

メンバー募集
Sensational ZIP 

　S.ZIP は神岡地域を拠点に活

動しているマーチングバンドで

す。現在 2009 年度のメンバー

を募集しています。初心者でも

歓迎しますので、一緒に楽しく

マーチングしましょう。練習の

見学も可能です。詳細はホー

ムページ（http://sensational-zip.
org/）をご覧ください。

【問い合わせ・申し込み】

 S.ZIP 武藤さん

 ☎ 0187-72-3462 まで

盲ろう者を知っていますか
参加者募集

　盲ろう者は目と耳の両方に障

害がある方のことです。

　今回は「盲ろう者」と「通訳

介助者」について知っていただ

くための説明会を行います。参

加費は無料です。（事務局員在室

日は毎週水・金曜日の午前 10 時～

午後３時）※不在の場合は留守番

電話に録音ください。

◆日時／４月 25 日（土）

午後１時～４時

◆会場／大曲交流センター

◆定員／ 30 人

【問い合わせ・申し込み】

 秋田盲ろう者友の会

 ☎ 018-895-5201 まで

◆企画展

【秋田・むかしの農具展】

期間／４月３日（金）から 29
日（水）まで

【春光うららか山野草展】

期間／４月 24 日（金）から 26
日（日）まで

【花の見ごろ〜春の花を楽しむ】

期間／４月下旬から６月上旬まで

◆特別展

【レカンフラワー展】

期間／４月 21 日（火）から 26
日（日）まで

【自己流山野草展】

期間／４月 17 日（金）から 19
日（日）まで

◆おやこ教室

【草花を植えよう】

対象／幼児、小・中学生とその親

期日／４月 18 日（土）

◆園芸教室

【花の寄せ植えを楽しむ】

期日／４月 19 日（日）
※各教室の定員は 20 人で、申し込

みは１カ月前から受け付け。

【問い合わせ】

 県立農業科学館（月曜休館）

 ☎ 0187-68-2300 まで

４月の農業科学館
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